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スイスー ドイツ語圏ベルン邦-の前期中等教育段階における科学教育

田中 賢二

スイスー ドイツ語圏ベルン邦-の前期中等教育段階における科学教育の現状を,いわば学

校教育法,同施行規則,学習指導要領などから,初等教育段階との対比に注目し,明らかに

した｡科学教育はともに筆頭教科である自然一人間-共同社会の中の科目理科で行われてい

る｡初等教育段階とは違って,前期中等教育段階では教科内に総合をも設定し,テーマと科

E]や総合との対応,また,科目毎の授業時間数,総合と裁量の為に使われるべき授業時間の

割合を示している｡前期中等教育段階の科学教育における目標は,初等科学教育と比べると,

認識と知識の習得が重要になってきており,広がりと深化を示している｡内容の関連性への

配慮要請,拘束性は,前期中等教育段階の科学教育の方が大きく,弱い｡また,内容の連続

性は,両段階で共通の唯一のテーマでさえ,考慮されているとはいい難く,教員に託されて

いることは大きいといえる｡
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I.はじめに

既に,筆者は, ドイツについては第二次世界大戦

以前において世界をリー ドしてきた伝統を背景にも

つ (西) ドイツにおける物理教育の現代化1) など一

連の研究を行ってきた｡ほぼ40年を経て,東 ドイ

ツ (ドイツ民主共和国DeutscheDemokratische

Republik)は,邦 (Land)を復活 し,西 ドイツ

(ドイツ連邦共和国BundesrepublikDeutschland)

に編入する形で,ドイツ統合 (1990)を達成したが,

この旧東 ドイツ地区のチューリンゲン邦に焦点を当

て,いわゆる西 ドイツ化のもと,8年制ギムナジウ

ムの物理教育の現状2)も明らかにした｡

ドイツ語圏であるオース トリア (オース トリア共

和国RepublikOsterreich)については,前期中等教

育段階の教科 ｢生物 ･環境｣がどのような教科なの

が )を,そのカリキュラムの変化4'も,また,前期

中等教育段階のハウプ トシューレにおける物理と化

学とのカリキュラムの変化5)6'も明らかにしてきた｡

加 えて,オース トリア とスイス (スイス連邦

SchweizerischeEidgenossenschaft)とに挟まれ

た ドイツ語を公用語 とするミニ国家 ･リヒテ ン

シュタイン (リヒテンシュタイン候国Ft)rstentum

Liechtenstein)については,初等中等教育段階にお

ける科学教育の現状7)ち,明らかにしてきた｡

に焦点を移し,まず,初等科学教育の現状を,既に,

前稿8)で,明らかにしてきた｡その要旨は以下であ

る｡つまり,初等科学教育は,独立教科ではなく,

教科 ｢自然一人間一共同社会｣の中の科目 ｢理科 :

自然一人間一技術｣,4テーマ ｢自然事象と自然体

験｣｢自然体験｣｢エネルギーと物質｣｢生物の形態｣

に属する34項 目で行われてお り,能力育成が大き

な位置を占め認識と知識の習得は高学年になるとと

もに重要となっており,物理分野の内容が多いが低

学年では生物分野が多いこと,しかし,そもそも授

業時間数や内容に関する拘束性は強くないことを明

らかにした｡

引き続き,本稿の具体的な目標は,初等教育段階

の前期中等教育段階における科学教育の貌状を,い

わば学校教育法,同施行規則,学習指導要領9'- 13'

などから,明らかにすることである｡

なお.スイスのベルン (フランス語読みでベルヌ)

邦 (面積で東京区部,人口で仙台に相当)は,26
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邦からなるスイス連邦の首都かつ邦都ベルン市 (面

積で足立区,人口で台東区に相当)を有 し,人口 ･

面積で第 2の邦であり,フランス語圏地区が一部あ

るものの, ドイツ語圏の邦とみなされている｡

Il.枠組み (Rahmen)

スイス連邦憲法によれば,スイスが26の邦から

なる連邦国家であること (1条), ドイツ語を含み

4つの国語があること (4粂),学校制度は邦の権

限であること (62条)を,確認できる｡

26邦は協定 (学校調整に関する邦間協定KorLkordat

tiberdieSchulkoordination)を結び,学校制度の調

整を行ってお り,義務教育年限を9年,大学人学資

格であるマ トウ-ラ試験まで12ないし13年などを

定めている｡

Il.1.学校制度 (Schulwesen)

表 1は,ベルン邦の国民学校法Volksschulgesetz

(VSG)の第 3条である｡

表 1 ベルン邦の学校制度一初等及び前期中等

3条 構成,概念

1.国民学校の最初の6年間が初等教育段階であり,

その後の3年間が前期中等教育段階である○

2.前期中等教育投階は,実科学校と中等学校,実

科学校コースと中等学校コース,あるいはそれら

の融合とに分かれる○

3.中等学校コースは,組織的に,ギムナジウムに

義務教育 9年間にわたり通学する学校は国民学校

volksschuleと称されるが,初等教育段階 6年間の

学校を初等学校Primarschuleと称することもあり,

前期中等教育段階の 3年間は,実科学校Realschule

(コース) と中等学校Sekundarschule (コース)な

どに分かれている (ともに5割程度が在学)｡

後期中等教育段階に属す普通教育学校の内,ギム

ナジウム (同年齢の2割程度が在学)は,法的には

Maturit畠tsschuleマ トウリテ- ト ･シュー レ

(Maturaマ トウ-ラ,Maturitat大学人学資格を授与

できる学校)と呼ばれている｡マ トウ-ラ取得まで

は4年間であるが,最初の 1年間は中等学校 (コー

ス)の中で行うことで,大学人学資格であるマ トウ

-ラ試験までを計12年間に定めている｡

結局,ベルン邦の学校制度は,633制 ･前期中等

教育段階から分岐するフォーク型となる｡

Il.2.学習指導要領 ･週授業時間数 (Lektionentafeln)

表 2は,ベルン邦国民学校学習指導要領Lehrplan

ftlrdieVolksschuledesKantonsBernの冒頭部分で

ある｡

表 2 ベルン邦国民学校学習指導要領

ベルン邦教育長は,1992年5月19日の国民学校

法12条に従って,定める｡つまり,

1.ベルン邦国民学校本学習指導要領は,ベルン邦

初等 ･前期中等教育段階のドイツ語圏の公立学校
全てに対して適用する

2.第9学年のギムナジウムコースの授業に対する

規定は,別個,定める｡

3.国民学校学習指導要領は,以下のように適用開

始する｡つまり,

1-7学年 :1996年8月1日

8学年 :1997年8月1日

9学年 :1998年8月1日

4.ベルン邦初等学校 ･中等学校学習指導要領,

1983年9月1日初等学校版,また,1983年9月
1日の義務教育内で中等学校及びギムナジウムコ

ース学年版は,下記移行規定を条件にして,以下
のように適用停止する｡

1-7学年 :1996年7月31日
8学年 :1997年7月31日
9学年 :1998年7月31日

この国民学校現行 (新)学習指導要領は1995年

に告示され3年間の年次進行で完全実施に移されて

きていること,旧学習指導要領が1983年告示であ

ったことを,確認できる｡

また,そもそも,かつてとは違って,義務教育 9

年間にわたって一つの学習指導要領を準備 したこと

は,最初の 6年間の初等教育段階と次の 3年間の前

期中等教育段階との共通性 ･関連性をかって以上

に,考慮 していることが予想できる｡

表 3は,国民学校の初等教育段階の週授業時間表

である｡

表 3でわかるように,初等教育段階に,科学が独

立教科としては登場 しない｡日本の小学校教科など

との対比からすれば,ベルン邦の言語であるドイツ

語が国語に,フランス語 (5-6年)が外国語活動

(5- 6年)に,筆頭教科である自然一人間一共同

社会が生活 (1-2年) ･社会,理科 (3- 6年),

家庭 (5- 6年),道徳 (1- 6年),総合的な学習

の時間 (3- 6年),特別活動 (1- 6年)などの

機能を総合 した教科に相当していることになる｡

表 4は,国民学校の前期中等教育段階の過授業時

間表及び実科学校と中等学校との違いである｡

表 4でわかるように,前期中等教育段階にも,料

学が独立教科としては登場 しない｡日本の中学校教

科との対比からは,言語教科として ドイツ語,フラ

ンス語,イタリア語,英語,ラテン語があること,
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表 3 初等教育段階の週授業時間表 (LektionentafelPrimarstufe)

ObligatorischerUnterricht

Natur-MenschMitwelt自然 -人間-共同社会 6 6 7 7 7 7 40 24.7

Deutschドイツ語 5 5 5 5 5 5 30 18.5

FranzGsischフランス語 4 4 8 4.9

Mathematik数学 4 5 5 5 4 4 27 16.7

Gestalten造形 3 4 5 5 5 5 27 16.7

Musik音楽 2 2 2 2 2 2 12 7.4

Sportスポーツ 3 3 3 3 3 3 18 ll.1

Total計 23 25 27 27 30 30 162 100.0

FaknltativerUntemicht選択授業

Musik音楽 1 2 2 2 2 9

表 4 前期中等教育段階の週授業時間表 (LektionentafelSekundarstufeI)及び実科学校 (Real:Realschule)と

中等学校 (sek:Sekundarschule)との遣 い

ObligatorischerUnterricht 7.Schuljahr 8.Schuljal1r 9.Schuljahr

必修授業 7学年 8学年 9学年

Real Sek Real Sek Real Se女

Natur-Mensch-Mitwelt自然 -人間-共同社会 9 9 8

Deutschドイツ語 4 4 4

FranzGsischフランス語 4 2 3 2 3

Englisch英語 2

EnglischoderⅠtalienisch英語かイタリア語 2/3 2/3
Mathematik数学 4 4 4

Gestalten造形 5 4 4

Musik音楽 2 2 2

Sportスポーツ 3 3 3

Total計 31 33 28 31/32 27 30/31

FakultatiVerUnterricht選択授業

ⅠndiViduelleLerⅠ曲rderung個別学習支援 ～4 ～4

MittelschulVorbereitungミツテルシューレ準備 ～4 ～4

Englisch英語 2 2 2

Ⅰtalienischイタリア語 3 3

Lateinラテン語 4 4

二

十

≡

十

7-9学年 実科学校 Real 中等学校 sek

必修授業 計 % 最小計 % 最大計 %

Natur-MenschMitwelt自然 -人間-共同社会 26 30.2 26 27.7 26 27.1

Deutschドイツ語 12 14.0 12 12.8 12 12.5

Franzdsischフランス語 8 9.3 10 10.6 10 10.4

Englisch英語 0 0.0 2 2.1 2 2.1

EnglischoderItaliemisch英語かイタリア語 0 0.0 4 4.3 6 6.3

Mathematik数学 12 14.0 12 12.8 12 12.5

Gestalten造形 13 15.1 13 13.8 13 13.5

Musik%楽 6 7.0 6 6.4 6 6.3

Sportスポーツ 9 10.5 9 9.6 9 9.4
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保健,技術 ･家庭がないこと,筆頭教科である自

然 一人間一共同社会が社会,理科,道徳,総合的な

学習の時間,特別活動などの機能を総合 した教科に

相当していることが注目される｡

なお,実科学校と中等学校 との違いは,履修言語

(フランス語,英語,イタリア語,ラテン語の履修の

有無や時数) と選択授業の ミッテルシューレ準備

(上級の学校進学準備)授業の有無である｡ちなみに,

後期中等教育段階,ギムナジウムでは,物理,化学,

生物の 3教科があ り,授業時間数か らは同じ重み

(週授業時間数合計が全て同じ)を持たせている｡

必修授業での比較からは,初等から前期中等の変

化は,英語かイタリア語という新 しい外国語の履修

が増えることである｡

結局,注目するベルン邦における前期中等教育段

階の科学 (理科)教育は,初等科学教育 と同様に,

ともに筆頭教科である自然一人間一共同社会に焦点

を当てることになる｡

Ill.前期中等教育段階の科学教育

日. 1.科目理科 ･4テーマ ･24項目

教科 自然-人間一共同社会の初等教育段階では

17テーマがあ り,テーマと科 目との一対一対応は

示 していなかったのとは違って,前期中等教育段階

では科目以外にも,総合を設定し,テーマと5科目

Teilgebieteや総合ubergreifendesThemenfeldとの

対応を明示 している｡その対応表が,表 5である｡

そもそも,総合を設定 したこと自体,それ以外の科

目の部分がより専門性を明確にしているともとれ

る｡

テーマ地球一太陽一宇宙は,科目地理 Geographie

と理科Naturkundeに属するテーマであると指示 し

ているので,前期中等教育段階教科自然-人間一共

同社会におけるテーマは,延べ数では計25となる｡

理科ではなく,総合であると指示 しているテーマ

にも,いわば理科に関連した内容がある可能性は排

除できないが,しかし,前期中等教育段階の科学教

育は,教科 ｢自然 -人間-共同社会｣の中の科 目

｢理科｣,4テーマ ｢地球 一太陽一字宙｣｢エネルギ

ーと物質｣｢知覚 一反応 一制御｣｢生物の基本要素｣

で行われているといえる｡

初等教育段階では授業時間数のおおよその割合の

指示はなかったのとは違って,前期中等教育段階で

は,5つの科 目毎に授業時間数を,また,総合と裁

量の為に使われるべき授業時間の割合をも,表 6の

ように指示 している｡専門性を明確にしているとと

れる｡

表 5 前期中等教育段階の教科自然一人間-共同社
会における24 (延べ25)テーマThemenfeldの

指示 している科目区分Teilgebiet

7一一マ 科目ないし総合

1 自分の存在-共同社会での生活 宗教/生活科

2 菜乗 総 合

3 健康と無病息災 総合

4 世界像-人間像-神 宗教//生活科

5 世界の人々 .総合
6 社会とその変化 歴史

7 国家とその発展 歴史

8 国家共同体-国際的な組織 歴史

9 葛藤-葛藤克服 総合

10 人口-移動 総合

ll 地域-生活圏 地理

12 二痔_重野を遡.好-I,諾@ 地理

13 原料-エネルギー 総 合

14 #@# 総合

15 i/jf'曹 家庭

16 jt,&@ -#蕃 家庭

17 地球は変化している 地理

18 地球-太陽-宇宙 地理と理科

19 エネルギーと物質 理科

20 知覚-反応-制御 理科

21 生物の基本要素 理科

22 植物-動物-人間 総合

23 生態系 総 合

表 6 前期中等教育段階の教科 ｢自然一人問一共同

社会｣の構成 (科目と時間配分)

前期中等段階では,教科 ｢自然一人間一共同社会｣
は,5つの科目,宗教/生活科 ･家庭科 ･歴史 ･

地理 ･理科を含む｡
前期中等教育段階での授業時間の配分

教科自然一人間一共同社会に対して7-9学年で

計26時間が使われる｡

この26時間が以下のように配分される｡つまり,

宗教/′生活科 (宗教一人間一倫理) :3時間

家庭 (人間一消費一家庭) :4時間

歴史 (人間一時間一社会) :5-6時間

地理 (自然一人間一空間) :5-6時間

理科 (自然-人間一技術) :7-8時間

授業計画に際して能力促進の関与のもと,
授業時間の50-60%が科目固有のテーマの従事

に授業時間の40-50%が総合的なテーマ,自主的

な学習,余地に使われる｡

3年間の過授業時間数計26内における配分に対

して総合を除き5科 目の想定時間を合計すると,24

-27である0-万,科目固有のテーマの従事に授

業時間の授業時間の50-60%が割 り当てられると
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しているので,例えば科目理科の 3年間の週授業時

間計 7-8時間では,3.5-4.8時間が科 目理科固有

の授業部分と見なしていることになる｡そこで,最

小最大幅でいえば,計3.5-8,割合で13.46%

(3,5/26)～30.77% (8/26)が,教科自然一人間一

共同社会における科目理科の部分となる｡

前期中等教育段階の教科自然-人間一共同社会の

テーマ数とともに,項目数を集計整理すれば,表 7

となる｡なお,テーマ地球一太陽一字宙は,科目地

理 Geographieと理科Naturkundeに属するテーマで

あると指示していたので,そこに属する項目数4に

よって項目数の実数は計132である｡

なお,一つの項目は,Grobziele (目標)に対し

てlnhalte,Hinweise (内容,指示)が付加されてい

るので,それぞれ目標と内容と捉え,それぞれの目

標項目と内容項目は同数となる｡

表 7 前期中等教育段階の教科自然一人間一共同社会における科目TeHgebiet等別テーマ
数,計24(延べ25),項目数,計132(延べ136)

科 目 等 項目数 % テーマ数 %

1 宗教_/生活科Religion/Lebenskunde 10 7.4 2 8ー0
2 家庭HauswirLschaR 18 13.2 2 8.0

3 歴史Geschichte 14 10.3 3 12.0

4 地理Geographie 17 12.5 4 16.0

5 理科Naturkunde 24 17,6 4 16_0

6 総合tibergreifendesThemenfeld 53 39.0 10 40,0

総合 と裁量の授業に想定されていた割合40-

50%は,項 目数やテーマ数での割合では,39,

40%となり,理科の項目数やテーマ数での割合は

17.6,16.0%となる｡一方,授業時間数のおおよ

その割合の指示 もなく総合をも設定していない初

等教育段階の教科自然一人間一共同社会における

科 目理科の項目数やテーマ数での割合は,25.0%

(34/136),20.0% (5/25)であった｡教科 ｢自然-

人間一共同社会｣における項目数やテーマ数での

割合の比較 (25.00/o>17.60/0,20.0%>16.0%)

からは,初等科学教育より前期中等教育段階の科

学教育の方が,教科の中での位置づけが大きくな

ったといえるものではない｡

なお,テーマは,前期中等教育段階では 3年間

を一区切 り,初等教育段階では3つの区切 り, (2

年間毎)に設定されているので,表 8にまとめて

示 した重複 (共通テーマ)がある｡つまり,初等

教育段階における教科自然 一人間一共同社会と科

目理科 とでは,テーマの実数は17,4であった｡

表 9は,テーマの初等 ･前期中等区分間重複 (共

通テーマ)であ り,少ないことは初等教育段階と

前期中等教育段階との一貫性を考慮していないと

いってよいだろう｡

表10は,教科自然 一人間-共同社会とそこに属

する科 目理科の週授業時間数合計 ･テーマ数 ･項

目数などを,初等 と前期中等教育段階別に対比し

て,示したものである｡

改めて,表 11でもって,教科(Fac九)自然 一人

間一共同社会の科 目理科 (Naturkunde)に絞 り,

そのテーマと項目数をまとめて示した｡

教科 ｢自然 -人間一共同社会｣における科 目理

科は,項 目数やテーマ数での割合でなく,テーマ

や項目数に注 目すれば,第 1-4学年,5-6学

年,そして 7- 9学年 (前期中等教育段階)に至

る増加で,範囲を広げ深化させていることがわか

る｡

表 8 初等教育段階の教科自然一人間一共同社会における17(延べ25)テーマの (3区分)段階間重複

Themenfelderテーマ 1-2学年 3-4学年 5-6学年

3 zeit-Zeitspuren時間-記念日 3 3

5 produzieren-Konsumieren生産-消費 5 5 10

6 Naturerscheinungen-Naturbegegnung自然事象と自然体験 6 6

なお, (3区分)段階内に指示した数字はその段階内の番号である｡

-5-
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表 9 教科自然一人間一共同社会における34 (延べ49)テーマの (初等,前期中等区分)段階間重複

テーマ 1-2学年 3-4学年 5-6学年 7-9学年 科目

1 自分の存在-共同社会での生活 1 1 1 1 宗教/生活科

延べ49(実数34) 6 6 13 24

なお, (4区分)段階内に指示した数字はその段階内の番号である｡

表10 教科自然一人間一共同社会,科目理科の週授業時間数合計 ･テーマ数 ･項目数

初等(6年間) 自然-人間-共同社会 40 17(25) 136
理科 不明 (算出不能) 4(5) 34

前期中等(3年間) 自然-人間-共同社会 26 24(25) 132(136)

表11 教科 (戸ach)自然一人間一共同社会の科目 (Teilgebiet)理科 (Naturkunde)のテーマとその項目数

初等教育段階(6年間) 前期中等教育段階(3年間)

1-2学年(2年間) 3-4学年(2年間) 5-6学年(2年間) 7-9学年(3年間)

自然事象と自然体験8 自然事象と自然体験9 自然体験5

エネルギーと物質6 エネルギーと物質Energie-Materie10

生物の形態6 生物の基本要素GrundbausteinedesLebens5

知覚-反応-制御Wahrnehmen-Reagieren-Regulieren5

地球-太陽一宇宵Erde-Sonne-UniVersum4

1テーマ17項目 3テーマ17項目 4テーマ24項目

l". 2.目標 (RichtzieIe,Grobziele)

初等教育段階と同様な分析 (前稿n)を行う｡つ

まり,学習指導要領の言及である ｢教科の自然一人

間一共同社会において,能力,認識と知識,そして

態度という分野別の基本目標 (Richtziele)が作 ら

れる｡3つの分野は条件付きでのみ区別されうる ;

相互に補完,貫通 し合う｡｣に従い,教科 ｢自然 一

人間一共同社会｣の科 目理科における4テーマの計

24の目標 (Grobziele)を,基本 目標の能力,認識

と知識,そして態度という性格 (分野)で判断した

結果が表12である｡

表 12の集計分析結果に,初等教育段階 (前稿)

の同様な分析結果を加えて,表13に示す｡

前期中等教育段階の科学教育における目標は,認

識と知識>能力>態度である｡初等科学教育におけ

る目標が,能力>認識と知識>態度であることと比

べると,認識と知識の習得が重要になってきている

ことがわかる｡

なお,いわば目標の複合性 (延べ項目数計/項目

数)は,前期中等教育段階の方が大きく (1.625-

39/24>1.35-46/34),更に,初等教育段階内でも

高学年段階の方が大 きい (1-2学年 :1/6<3-4

学年 :2/6<5-6学年 :9/13)｡目標の広が りと深

化を示すものと,捉えられる｡

日.3.内* (lnhalte,Hinweise)

既に見てきた (表 5,ll)ように,前期中等教育

段階の科学教育における内容は,教科Fach自然一

人間一共同社会の科 目理科,4テーマ,つまり,也

球一大陽一宇宙,エネルギーと物質,知覚一反応一

制御,生物の基本要素からなっていた｡

表 14は,前期中等教育段階の科学教育における

内容 (ⅠⅠ山alte,Hinweise)の計24項目である｡表14

でわかるように,項目毎に,必修的な内容 (目標の

達成で考慮されるべき内容,標準活字),事例的な

内容 (目標の内容的方法論的説明に役立つ事例的 ･

指示的特徴をもつ内容,イタリック窟字 ),そして,

関連 しているテーマや教科などが指示されている｡

しかし,この 3つが常にあるというわけではない｡

まず,関連 しているテーマや教科などの指示に注

目し,初等科学教育と前期中等教育段階の科学教育

の内容において,関連テーマ ･関連教科の指示項目

数とそれぞれの内訳を まとめれば,表15となる｡

内容の複合性を関連指示の割合 (関連指示項 目

-6-
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表12 前期中等教育段階の科学教育における目標 (Grobziele)とそれらの性格判定

チ1マ香号 チ1マ内項目香号 Grobziele目標 舵力 認識と知識 態皮

1 1 1 星天の無限性を考え,地球の特殊性を認識する ●
2 1 2 宇宙の構造,星の生成と消滅について自問する ●
3 1 3 地球と天体での周期的変化現象を観察し,地球の動きを明らかにする ●●
4 1 4 天文学的道具と知識が地球の案内を可能にすることを認める ●
5 2 1 力学の基礎量を習得する○日常の言葉の概念を自然科学の概念から区別する ●●
6 2 2 重力が生き物の構造と振る舞いにいかに影響するかを確かめる ●
7 2 3 エネルギーの基礎特性からみて簡単な力学的機械を調べる ●●
8 2 4 物体の特性を簡単な方法で調べ検査する○物体が化学的過程によって変えられ,●●

他の性質を持った新しい物質を作ることを,確かめる

9 2 5 化学反応をモデルで明らかにし,物質とエネルギー過程として意味づける ●●
10 2 6 物質の構造についての基本概念を正しく使う ●●
ll 2 7 電気現象に関して実験と測定とを実施する○自然現象として放射性の知識を学ぶ●●
12 2 8 電気と化学物質を扱う際の危険を知り,環境法的に振る舞う ●●
13 2 9 自然科学的世界像の可能性と限界とを考える ●
14 2 10 自然現象を発見し研究してきた男女の生涯と仕事を扱う ●●
15 3 1 環境の知覚と環境の反応で感覚の意味を意識するo自分の身体-の環境の影響を ●●

考える

16 3 2 幾つかの生物の特殊な感覚能力を比較する ●
17 3 3 生物での調整,制御された過程を確定する ●●
18 3 4 動物と植物での遺伝的に固定され調整された変化を観察する ●
19 3 5 生物と技術分野とで自己制御系の知識を学ぶ技術分野での調整,フィードバック ●

過程の知識を学ぶ

20 4 1 我々が自然に完全に依存していることと見抜く○光合成と呼吸の知識を得る ●●
21 4 2 自然循環と生命現象で簡単な関係を理解する ●
22 4 3 異なった細胞と細胞の変化とを観察し,比較する ●●
23 4 4 遺伝の重要な過程について情報を得る ●●

表13 初等 ･前期中等教育段階の科学教育における

目標 (Grobziele)の性格の分布

前期中等教育段階 (7-9学年)

項目数 能力 認識と知識 態度 延べ項目数計

24 13 20 6 39

33.3% 51.3% 15.4% 100%

初等教育段階 (1-6学年)

項目数 能力 認識と知識 態度 延べ項目数計

34 23 15 8 46

数/項目数)で考えれば,初等科学教育より前期中

等教育段階の科学教育の方が大 きく (38.24%-
13/34<58.33%-14/24),内容の関連性への配慮の

要請は,前期中等教育段階の科学教育の方が大きい

ことになる｡

-7-

関連教科は,両教育段階とも,数学,造形などで

あ り,言語 (ドイツ語,フランス語など),音楽,

スポーツはない｡前期中等教育段階の科学教育に関

する内容の性格は初等教育段階と変わらないことの

傍証になっている｡

次に,必修的な内容 (目標の達成で考慮されるべ

き内容,標準活字),事例的な内容 (目標の内容的

方法論的説明に役立つ事例的 ･指示的特徴をもつ内

杏,イタリック居辛 ) とに注 目し,前期中等教育

段階の科学教育の内容24項 目における必修的な内

容と事例的な内容 とに分けて示せば,表16となる｡

前期中等教育段階の科学教育の内容24項 目にお

いて,必修的な内容 (目標の達成で考慮されるべき

内容)と事例的な内容 (目標の内容的方法論的説明

に役立つ事例的 ･指示的特徴をもつ内容)とが常に

指示されているわけではない｡つまり,必修的な内
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表14 前期中等教育段階の科学教育における内容 (4テーマ計24)項 目

過し チ1 チIマ内 内容,指示Ⅰnhalte,Hinweise

香号 マ香Eコ育 項目香′J Gj夢のノ坤容'ACI/%f-wddgiyBj7lr段丘つ善政野 .iFt',jfGeffW香るつノ坤容 ｢イタ/jツタ彦 字)

1 .1 1 夜の天空の観察o地球の都合の良いこと○潜の惑星7Fの全島

H秀 太傷の慮G,方の彪 子膠と威痴O-地球は地理的長さと広がりを変える｡地球の自転と公転,

自転軸の傾き｡気候帯｡一地域一生活圏｡-エネルギーと物質

4 1 4 #界虜,彪W,願 o葺と今のjt#oMATH幾何,計算

6 2 2 重力○様々な脊椎動物の骨格○虐:薗#O-地球-太陽-宇宙

7 2 3 力学の黄金則○エネルギー保存○テフ,プ L7

8 2 4 密度〇度律 甜 のikJjg,p7m曹o腰娩 E]々 の物質O酸素,酸,アルカリ,塩

9 2 5 呼好や好蒼のようを教質交瀕O-生物の基本要素oMATH計算

10 2 6 原子,分子,元素,結合o居合

ll 2 7 電流,電圧,電力○零封橡 発雷観 路 G/黙MH燈 ′槻 願

12 2 8 高圧電流○毒物と腐食物,危険回避

13 2 9 モデルの贋風 -世界像-人間像-神

14 2 10 7アラディーば虜者を発屈oj=lZj-ぱ彪一財産を槻 _実際の鍬 -原料-エネルギ-D-知覚一反

応-制御

15 3 1 感覚器官,神経系とその中心○刺激伝達O-健康と無病息災O-生態系

16 3 2 /lfタカ,コウfL/,{好書裾

17 3 3 ホルモンO H鹿 虚嵐 反射O-健康と無病息災

18 3 4 交屠TJfT-身とtSttTJ'7=軌 腰%lI.なlプ古jE

19 3 こ) 狩りと獲物の関係O-生態系○電気ベル,自動車での弁調整.-エネルギーと物質○安全弁,光セン

サースイッチ,グーモスクツroGESTTG造形的観点 (構成)

20 4 l 生態系での生産者で中心的な生命過程としての光合成C緑の細胞, ojE盆ノ好lI屠 する腰草を親

-生態系

21 4 2 二酸化炭素の循環O腰禅の倉RDE7JA成珍と贋準珍 ;好漁にあげる珍斉の動静と変仏 -労働-扶養○

-エネルギーと物質O-生態系

22 4 3 生命の特徴として微小単位の細胞○成長 珍度交付,遜 軌 髪嵐 41mへの友hL1単細胞-多細胞,

分化○虜本作jJ,臓

23 4 4 染色体○題伝子,DNSD避tkG,東燃変署o避庶子I学O-植物-動物-人間

容が指示 され,事例的な内容が指示 されていない 3

項 目,必修的な内容が指示 されていないが事例的な

内容が指示 されている 7項 目,必修的な内容 と事例

的な内容 とが指示 されている14項 目である｡ これ

は,初等教育段階と同 じように,内容に関する拘束

性が強 くないことを意味 している｡

この拘束性の弱 さを必修的な内容が指示 されてい

ないが事例的な内容が指示 されている割合で考えれ

ば,前期中等教育段階の科学教育が28% (7/25)で

あ り,初等教育段階の科学教育が 17.6% (6/34)で

あったので,内容に関する拘束性は前期中等教育段

階の科学教育の方が弱いことを教えて くれる｡

では,初等 と前期中等教育段階の間で連続性など

は,考慮 されているのであろうか｡既に,示 してき

た (表 9,ll)ように,初等 と前期中等教育段階と

で共通のテーマは,｢Energie-Materieエネルギー と

物質｣だけであった｡その 5-6学年 (初等教育段

階) :6項 目, (前期中等教育段階):10項 目をま

とめて示 したのが,表 17である｡

大雑把にいえば,5-6学年 (初等教育段階)で

はエネルギー教育を,7-9学年 (前期中等教育段

階)では力学的エネルギー,化学エネルギー,電気

エネルギー,放射エネルギーそして科学論,科学史

で終わる走性か ら定量への違いはあるが,これ らに

前後関係の必然性は見出しにくい｡つまり,連続性

は考慮 されているとはいい難い｡

-8-
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表15 科学教育の内容において関連テーマ ･関連教科の指示項 目数 とそれぞれの内訳

初等科学教育 前期中等教育段階の科学教育

項目数 34 24

関連指示なし項目数 21 10

関連指示項目数 13 14

関連テーマかつ教科指示項目数 1 2

関連テーマ指示 (関連教科指示なしの)項目数 7 9

関連教科指示 (関連テーマ指示なしの)項目数 5 3

表16 前期中等教育段階の科学教育の内容24項 目における必修的な内容 (目標の達成で考慮 されるべき内容)

と事例的な内容 (目標の内容的方法論的説明に役立つ事例的 ･指示的特徴 をもつ内容)

過し チ1 チーマ 目標の達成で考慮されるべき内容(標準活字) 5度の府容棚 /二段lifつ着飾 .好

香 マ香 内項 :7セルには,記載なし .示棚 をbつj*容 ｢′タ/Jツタ一房字)

号 号 目香r=コ~77 :3セルには,記載なし

1 1 1 夜の天空の観察O地球の都合の良いこと 潜の惑星 アの皇ノ芽

2 1 2 太陽系,銀河系における太陽○銀河,宇宙の構造o星としての太陽 1

3 1 3 地球の自転と公転,自転軸の傾きo気候帯 解 凍虜のJgG,Rの彪 -F)Wと励
4 1 4 1 世界像 彪∠野 巌署o昔と今のLf#

5 2 1 距離,時間,力,仕事,仕事率について日常的な状沢 腰 と量カ

6 2 2 重力○様々な脊椎動物の骨格 励 プ瞥
7 2 3 力学の黄金則○エネルギー保存 タコ,コ/プ

8 2 4 密度○燃焼○日々の物質○酸素,酸,アルカリ,塩 ,#と署好の館 L77/.g#
9 2 5 2 摩好や}#'ftのcfラ石､激賞蒼顔

10 2 6 原子,分子,元素,結合 居合

ll 2 7 電流,電圧,電力 震彰#.発雷鑑 城 見微 財#/棉ノ彦虜

12 2 8 高圧電流o毒物と腐食物,危険回避 2

13 2 9 3 fj='jL,のノ好界

14 2 10 4 プアラデ1,-ぱ虜 曹着発屠0才_1/J-i:i彪財経孝耽 真贋のW
15 3 1 感覚器官,神経系とその中心○刺激伝達 3

16 3 2 5 /lrタカ,コクf//,tK-鼻緒

17 3 3 ホルモンo反射 月度 b磨■

18 3 4 6 五官fT-# と腰椎.f7=艶 彬 lI冶 l/i;jE

19 3 5 狩りと獲物の関係○電気ベル,自動車での弁調整 安全弁,光センサースイッチ,グ-モスクγr

20 4 1 生態系での生産者で中心的な生命過程としての光合成〇線の細胞 jE会好[=ノ野す3腰草を美顔

21 4 2 二酸化炭素の循環 腰狩のDAm o L;AG静と虜 準鯵 ′}批 (=カ//i;顔質の分野と変tt
22 4 3 生命の特徴として徴小単位の細胞o単細胞-多 成 像靴 屋勤 gG o.勅勝へのhGo

細胞,分化 ･.-. ==-,-.

23 4 4 染色体 題{K-a.度然 変貫フ題{K-子Iヂ

-9-



田中 賢二

表17 初等～前期中等教育段階 (5-9学年)のテーマ ｢Energie-Materieエネルギーと物質｣,計16項目-
5-6学年 :6項臥 7-9学年 :10項目

通 学番 霞号 階 目標Grobziele 目標の達成で考慮されるべき内容(標準活字) H磨■の府容ン野方法務動労好lI鮎 つ夢鮒 .題示臓 をあっノ卑容(イタ/)プク,好手ノ

1 5-6エネルギーの特性を調べる 貯蔵,放出,変換 ;エネルギー形態 虎男,H者産au

2 5-6様々なエネルギー形態の供給,意味, 熱エネルギーか ら力学 .蒸有#W,4サイクルモーター,元膚

長短を比較する 的エネルギーへの変換 顔 ,雇寿と政吉妨禅と欄 虜房巌 願 〆Iよi空者の男顔/屠冴07.-. I--

3 5-6 自分のエネルギー消費を評価するoエネルギーを節約して取 り組む なし X,磨 ,バ yテ[/- ,鼎水皮層

4 5-6人間が機械の発見によってエネルギー形態をいかの利用可能にしてきたかまたしているかを考える なし 臓 }らタービン/,/=いiつからノ野野夢

5 5-6物体の特性 を意味で知 り調べる○概 なし 色 響き,zi)カタ,味覚 表面 ,#広漠

念をモデルを使って明らかにする 好きoJ野と賓倉洗静での断 ZTJMA,#々矛農倉就欝lIGlfるノ野Lt鯵#

6 5-6物体 を,合理的,節約約,慎重に,取 り扱 う なし 木の@5,̂ I@,金屠/斉鹿野

7 7-9力学の基礎量を習得する○ 日常の言 距離,時間,力,仕事, 願 t虞オ

葉の概念を自然科学の概念か ら区別 仕事率について 日常的

する な状沢

8 7-9重力が生 き物の構造 と振る舞いにい 重力○様々な脊椎動物 鯛 曹

かに影響するかを確かめる の骨格

9 7-9エネルギーの基礎特性か らみて簡単 力学の黄金則○エネル テフ, プ U

な力学的機械を調べる ギー保存

10 7-9物体の特性 を簡単な方法で調べ検査 密度○燃焼○ 日々の物 ,#と鉛 の伝二#,所産産

する○物体が化学的過程 によって変 質○酸素,醍,アルカ

えられ,他の性質を持った新 しい物質を作ることを,確かめる リ,塩

ll 7-9化学反応をモデルで明らかにし,物質とエネルギー過程として意味づける なし 摩虜や潜蒼のようJiu激賞交顔

12 7-9物質の構造についての基本概念を正 原子,分子,元素,結 ,@倉

しく使 う 合

13 7-9電気現象に関して実験 と測定 とを実 電流,電圧,電力 姦財像 者5#,愛庄農 G倣 財産/

施するD自然現象 として放射性の知識を学ぶ .... --.

14 7-9電気と化学物質を扱う際の危険を知り, 高圧電流○毒物 と腐食 矛L

環境法的に振る舞う 物,危険回避

必修的な内容が指示 されていないが事例的な内容 強い｡そこで,そ もそ も内容の 5-6学年 (初等教

が指示 されている割合 は,7-9学年 (前期中等教 育段階) と7-9学年 (前期中等教育段階) との関

育段階)で30% (3/10),5- 6学年 (初等教育段 連性への考慮は,教員に託 されているといえる｡

防)で66.7% (4/6)であ り,全体 との傾 向 とは逆

で,内容に関する拘束性は前期中等教育段階の万が

一10-



スイス-ドイツ語圏ベルン邦-の前期中等教育段階における科学教育

lV.おわりに

スイス- ドイツ語圃ベルン邦-の前期中等教育段

階 (通算呼称第7-9学年)における科学教育の現

状を,いわば学校教育法,同施行規則,学習指導要

領などから,初等教育段階 (通算呼称第 1-6学年)

との対比に注目し,明らかにした｡

そもそも,学習指導要領は初等教育段階と前期中

等教育段階別ではなく,義務教育段階 (国民学校)

として一つであることから,共通性があり,科学教

育はともに筆頭教科である自然一人間一共同社会の

科 目理科で行われている｡両段階の科学教育とも,

内容項目のすべてに必修的な内容が常に指示されて

いるわけでなく,指示されている関連教科などの種

類からは,内容の拘束性が同じように強くなく,内

容の性格も変わらないことを教えてくれた｡

相違点も少なくない｡教科自然一人間一共同社会

の初等教育段階では,テーマと科 目との一対一対応

は示していなかったのとは違って,前期中等教育段

階では科目以外にも,総合を設定し,テーマと5科

目や総合との対応,また,科目毎に授業時間数,総

合と裁量の為に使われるべき授業時間の割合を明示

しおり,科目の部分がより専門性を明確にしている

ととれる｡教科 ｢自然一人間一共同社会｣における

科目理科は,項目数やテーマ数での割合でなく,チ

ーマや項目数に注目すれば,第 1-4学年,5-6

学年,そして7-9学年 (前期中等教育段階)に至

る増加で,範囲を広げ探化させていることがわか

る｡

前期中等教育段階の科学教育における目標は,初

等科学教育と比べると,認識と知識の習得が重要に

なってきていることがわかる｡目標の複合性からは,

目標の広がりと深化を示すものと,捉えられる｡

内容の複合性,関連指示の割合からは,内容の関

連性-の配慮の要請は前期中等教育段階の科学教育

の方が大きいことになる｡また,内容の拘束性は前

期中等教育段階の科学教育の方が弱いことを教えて

くれる｡

初等と前期中等教育段階とで共通の唯一のテーマ

でさえ,内容に関して定性から定量への違いあった

が前後関係の必然性は見出せず,連続性は考慮され

ているとはいい難かった｡加えて,そもそも内容に

関する拘束性がともに強くなかったことからは,内

容の関連性-の考慮は,教員に託されているといえ

る｡

なお,本論文は,第59回理科教育学会全国大会

(平成21年 8月18日,宮城教育大学 ･仙台市)にお

いて口頭発表した内容に,基づいたものである｡
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